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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物開口部に配置される枠体と、枠体内において摺動開閉自在に配置される障子を備え
、
　枠体は、室内側に中空部を有する樹脂枠材を備え、
　障子は、金属框材と、室内側に中空部を有する樹脂框材を備え、
　障子の樹脂框材の中空部は、金属框材のガラス間口部の外周面を覆って樹脂枠材の中空
部よりも室外側に延びており、
　障子の樹脂框材の中空部の外周面は枠体の樹脂枠材の中空部の内周面と対向し、
　障子の閉鎖状態において、障子の樹脂框材の中空部の外周面と枠体の樹脂枠体の中空部
の内周面は当接もしくは近接している
　ことを特徴とする断熱サッシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビル等の建物開口部に配置される断熱サッシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ビル等の建物開口部に配置される断熱サッシとして、金属枠体の室内側に樹脂枠
体を配置してなる複合枠に対して、金属框材の室内側に樹脂框材を配置してなる複合障子
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を配置してなる断熱サッシが公知となっている。（特許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１８８９２７公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記特許文献１の建具は、室内側に樹脂材料からなる樹脂枠体および樹脂框材を配置す
ることで、建具の室内側面からの冷熱の伝達を抑制し、断熱性能を向上させることができ
る。そして、建具の枠体と障子との間からの冷熱の伝達を防ぐために、枠体と障子との間
に気密材を配置して、室外からの空気の流入を防止して断熱性を向上させていた。
　しかし、前記特許文献１のように、枠体と障子との間に気密材を配置していたとしても
、気密材自体を伝わって伝達される冷熱や枠体と障子との間における冷熱の伝達を十分に
抑制することは困難であった。
　本発明は、上記の事情を鑑み、室内側に樹脂材料からなる室内側部材を有するサッシに
おいて、枠体と障子との間の室内外の冷熱の伝達を抑制して、さらなる断熱性能の向上を
図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、建物開口部に配置される枠体と、枠体内において摺動開閉自在に配置される
障子を備え、枠体は、室内側に中空部を有する樹脂枠材を備え、障子は、金属框材と、室
内側に中空部を有する樹脂框材を備え、障子の樹脂框材の中空部は、金属框材のガラス間
口部の外周面を覆って樹脂枠材の中空部よりも室外側に延びており、障子の樹脂框材の中
空部の外周面は枠体の樹脂枠材の中空部の内周面と対向し、障子の閉鎖状態において、障
子の樹脂框材の中空部の外周面と枠体の樹脂枠体の中空部の内周面は当接もしくは近接し
ていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の構成により、建具の室内側において、枠体の断熱構造と障子の断熱構造を利用
して障子枠間の断熱を行うことができ、断熱性能の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の断熱サッシの外観姿図である。
【図２】本発明の断熱サッシの閉鎖時に内障子が配置される位置における内、外障子及び
上、下枠の縦断面図である。
【図３】本発明の断熱サッシの閉鎖時に外障子が配置される位置における内、外障子及び
上、下枠の縦断面図である。
【図４】本発明の断熱サッシの横断面図である。
【図５】本発明の断熱サッシの左竪枠部分の拡大横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１ないし４を参照しながら、本発明の実施形態に係る断熱サッシについて説明する。
（断熱サッシ全体の構成）
　本発明の実施形態に係る断熱サッシは、図１に示されるように、例えばビル等の建物開
口部に設けられた枠体１と、枠体１に対して引き違い自在に配置された内障子２および外
障子３を有している。
　枠体１は、上下の横枠（上枠１１および下枠１２）と左右の竪枠１３，１４を四周に枠
組みしてなり、内障子２および外障子３は、それぞれ上下の横框（上框２１，３１および
下框２２，３２）と左右の竪框（２３，２４，３３，３４）を四周に框組してなり、内周
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にガラス等のパネル体（２５，３５）を配置して形成されている。
【０００９】
（上枠の構成）
　サッシの枠体１を構成する上枠１１は、図２，３に示すように、建物開口部に固定され
アルミニウム等の金属材料からなる金属上枠１１１と、金属上枠１１１の室内側見付け面
に見付け（左右）方向全長に亘って配置され樹脂材料からなる樹脂枠材１１２と、内、外
障子２，３の閉鎖時において金属上枠１１１の内障子２側の内周面に配置され樹脂材料か
らなる樹脂枠材１１３（図２）と、内、外障子２，３の閉鎖時において金属上枠１１１の
外障子３側の内周面に配置され樹脂材料からなる樹脂枠材１１４（図３）を有している。
【００１０】
　金属上枠１１１は、建物開口部の内周に配置されてアンカーＡ等に取り付けられる上枠
本体部１１１ａと、上枠本体部１１１ａの室内側端から垂下される室内側壁部１１１ｂと
、上枠本体部１１１ａの室外側端から垂下される室外側壁部１１１ｃと、上枠本体部１１
１ａの中央下面付近より垂下される中央壁部１１１ｄと、室外側壁部１１１ｃと中央壁部
１１１ｄの間において上枠本体部１１１ａの下面から垂設される室外側上レール１１１ｅ
を有している。
【００１１】
　金属上枠１１１の室内側壁部１１１ｂの下端室外側面には、内障子２の上框２１の室内
側面に当接する気密材ｓ１１が取付溝等によって取り付けられており、室内側壁部１１１
ｂの室内側面には、樹脂枠材１１２を取り付けるための係合部１１１ｆが形成されている
。
　また、金属上枠１１１の中央壁部１１１ｄの下端室外側面には、外障子３の上框３１の
室内側面に当接する気密材ｓ１２が取付溝等によって取り付けられており、中央壁部１１
１ｄの室内側面には、樹脂枠材１１３もしくは樹脂枠材１１４を取り付けるための係合部
１１１ｇが上下に二か所形成されている。
【００１２】
　金属上枠１１１の室内側見付け面に配置される樹脂枠材１１２は、室内側壁部１１１ｂ
の係合部１１１ｆに係合されることで、室内側壁部１１１ｂの下端面から室内側面にかけ
て中空部１１２ａを形成しながら覆うように配置されている。
　樹脂枠材１１２は、室内側壁部１１１ｂの下端面において気密材ｓ１１に当接もしくは
近接するように配置されることで、金属上枠１１１の室内側壁部１１１ｂが室内側に露出
することがない。そして、樹脂枠材１１２の内周室内側端には室内方向に延びる鍔部１１
２ｂが形成されている。
【００１３】
　内、外障子２，３の閉鎖時において金属上枠１１１の内障子２側の内周面に配置される
樹脂枠材１１３は、図２に示すように、上枠本体部１１１ａの内周（下）面に沿って配置
される上壁部１１３ａと、上壁部１１３ａの室外側から下方に向けて設けられる断面中空
形状の室外壁部１１３ｂと、室外壁部１１３ｂの下端より室内外両見込み方向に延設され
金属上枠１１１の中央壁部１１１ｄの下端面から内障子２の上框２１の室外側面に近接す
る位置まで延びる断面中空形状の下壁部１１３ｃを有している。
【００１４】
　そして、樹脂枠材１１３は、上壁部１１３ａの室内側端部を金属上枠１１１の室内側壁
部１１１ｂの室外側上端に形成された係止部に係止するとともに、室外壁部１１３ｂおよ
び下壁部１１３ｃを中央壁部１１１ｄに形成された係合部１１１ｇに係合することにより
、金属上枠１１１の上枠本体部１１１ａの室内側下面と中央壁部１１１ｄの室内側面を覆
うとともに、下壁部１１３ｃの室内側端部が内障子２の上框２１の室外側面と近接するこ
とで、内、外障子２，３の閉鎖時において内障子２と上枠１１との間の空間が室外側に広
く開放することを防いで室内へ冷熱が伝達されることを抑制している。
【００１５】
　内、外障子２，３の閉鎖時において金属上枠１１１の外障子３側の内周面に配置される
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樹脂枠材１１４は、図３に示すように、上枠本体部１１１ａの内周（下）面に沿って配置
される上壁部１１４ａと、上壁部１１４ａの室外側から下方に向けて設けられる断面中空
形状の室外壁部１１４ｂと、室外壁部１１４ｂの下端より室内外見込み方向に延設され金
属上枠１１１の中央壁部１１１ｄの下端面から内障子２の上框２１の室外側面に近接する
位置まで延びる断面中空形状の下壁部１１４ｃと、上壁部１１４ａの室内側から下方に向
けて設けられる室内壁部１１４ｄを有している。
【００１６】
　そして、樹脂枠材１１４は、室内壁部１１４ｄの下端を金属上枠１１１の室内側壁部１
１１ｂに形成された気密材取付溝等の上面に係止するとともに、室外壁部１１４ｂおよび
下壁部１１４ｃを中央壁部１１１ｄに形成された係合部１１１ｇに係合することにより、
金属上枠１１１の室内側壁部１１１ｂと中央壁部１１１ｄとの間に配置され、金属上枠１
１１の上枠本体部１１１ａの室内側下面と中央壁部１１１ｄの室内側面と室内側壁部１１
１ｂの室外側面を覆っている。
　樹脂枠材１１４は、室外壁部１１４ｂおよび下壁部１１４ｃが断面中空形状に形成され
ることで、また、金属上枠１１１に対して間隔をあけて配置されることで、内、外障子２
，３の閉鎖時において外障子３の室内側の金属上枠１１１から室内へ冷熱が伝達されるこ
とを抑制することができる。
【００１７】
（下枠の構成）
　サッシの枠体１を構成する下枠１２は、図２，３に示すように、建物開口部に固定され
アルミニウム等の金属からなる金属下枠１２１と、金属下枠１２１の室内側見付け面に見
付け（左右）方向全長に亘って配置され樹脂材料からなる樹脂枠材１２２と、内、外障子
２，３の閉鎖時において金属下枠１２１の外障子３側の内周（上）面に配置され樹脂材料
からなる樹脂枠材１２３（図３）を有している。
【００１８】
　金属下枠１２１は、建物開口部の内周に配置されてアンカーＡ等に取り付けられる下枠
本体部１２１ａと、下枠本体部１２１ａの室内側に立ち上り室内側見付け面を構成する立
上り部１２１ｂと、立上り部１２１ｂの室内側見付け面が上方に延設されてなる室内側壁
部１２１ｃと、立上り部１２１ｂの室外側面上方位置から室外側に向かって延設される気
密材保持片部１２１ｄと、下枠本体部１２１ａの室外側上面に設けられる室外側下レール
１２１ｅと、下枠本体部１２１ａの室外側端部が上方に屈曲されてなる室外側壁部１２１
ｆを有している。
【００１９】
　金属下枠１２１の室内側壁部１２１ｃの上端室外側面には、内障子２の下框２２の室内
側面に当接する気密材ｓ２１（図２）もしくは後述する下レール部材１２５の固定部１２
５ａを覆う気密カバー材ｓ２３（図３）が係合溝等によって取り付けられており、気密材
保持片部１２１ｄの室外側端部には、外障子３の下框３２の室内側面に当接する気密材ｓ
２２が取付溝等によって取り付けられている。
　また、立上り部１２１ｂの上面には、樹脂枠材１２３もしくは室内側下レール１２６を
配置するための係合部１２１ｈが形成されているとともに、立上り部１２１ｂおよび室内
側壁部１２１ｃの室内側面には、樹脂枠材１２２を取り付けるための係合部１２１ｇが形
成されている。
　なお、金属下枠１２１の室外側壁部１２１ｆは、金属上枠１１１の室外側壁部１１１ｃ
とともに、図示しない網戸が走行するレールを構成してもよい。
【００２０】
　金属下枠１２１の室内側見付け面に配置される樹脂枠材１２２は、立上り部１２１ｂお
よび室内側壁部１２１ｃの係合部１２１ｇに係合されることで、室内側壁部１２１ｃの上
端面から室内側面にかけて中空部１２２ａを形成しながら覆うように配置されている
　樹脂枠材１２２は、室内側壁部１２１ｃの上端面において気密材ｓ２１もしくは気密カ
バー材ｓ２３に当接もしくは近接するように配置されることで、金属下枠１２１の室内側
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壁部１２１ｂが室内側に露出することがない。そして、樹脂枠材１２２の内周室内側端に
は室内方向に延びる鍔部１２２ｂが形成されている。
【００２１】
　樹脂枠材１２３は、立上り部１２１ｂの上面に固定するために室内側に形成された固定
部１２３ａと、固定部１２３ａの室外側に延びる平板部１２３ｂを有し、固定部１２３ａ
を係合部１２１ｈに挿入させながらビス等の固定手段ｂにより固定することで、金属下枠
１２１の立上り部１２１ｂの上面から気密材保持片部１２１ｄの上面にかけて覆うように
配置されている。
【００２２】
　樹脂枠材１２３の固定部１２３ａの上面には、アルミニウム等の金属からなり断面略Ｌ
字状の下レール部材１２５が配置され、樹脂枠材１２３と下レール部材１２５の固定部１
２５ａがビス等の固定手段により立上り部１２１ｂの上面に共締めされて固定されている
。
　そして、金属下枠１２１の室内側壁部１２１ｃの係合溝等に気密カバー材ｓ２３が取り
付けられて、下レール部材１２５の固定部１２５ａの上面を覆うように配置されている。
　樹脂枠材１２３は、気密材保持片部１２１ｄの室外側端部において、気密材ｓ２２に当
接もしくは近接するように配置され、下レール部材１２５の固定部１２５ａが気密カバー
材ｓ２３に覆われることで、内、外障子２，３の閉鎖時において、外障子３の室内側で金
属下枠１２１が室内に露出することがない。
　なお、内、外障子２，３の閉鎖状態における内障子２側に配置された室内側下レール１
２６と、外障子３側に配置された下レール部材１２５とによって、内障子２の下レールが
構成されている。
【００２３】
（左竪枠の構成）
　サッシの枠体１を構成する左竪枠１３は、図４に示すように、建物開口部に固定されア
ルミニウム等の金属からなる金属左竪枠１３１と、金属左竪枠１３１の室内側内周面に見
付け（上下）方向全長に亘って配置され樹脂材料からなる樹脂枠材１３２を有している。
【００２４】
　金属左竪枠１３１は、建物開口部の内周に配置されアンカーＡ等に取り付けられる左竪
枠本体部１３１ａと、左竪枠本体部１３１ａの室内側端内周面から内周方向に延び樹脂枠
材１３２を係合するための係合片部１３１ｂと、左竪枠本体部１３１ａの見込み方向略中
央やや室外側寄りから内周方向に延設された気密材取付部１３１ｃと、気密材取付部１３
１ｃの室外側で左竪枠本体部１３１ａの内周面から内周方向に延設された引寄せ片部１３
１ｄと、左竪枠本体部１３１ａの室外側端内周面から内周方向に延設された室外側壁部１
３１ｅを有している。
【００２５】
　金属左竪枠１３１の気密材取付部１３１ｃの室外側面には、外障子３の戸先框３３の室
内側面に当接する気密材ｓ３２が取付溝等により取り付けられており、気密材取付部１３
１ｃの室内側面には、樹脂枠材１３２の室外側端部を係止する係止部が形成されている。
【００２６】
　金属左竪枠１３１の室内側内周面に配置される樹脂枠材１３２は、複数の中空部を有し
ており、金属左竪枠１３１の係合片部１３１ｂと気密材取付部１３１ｃの係止部等によっ
て金属左竪枠１３１の気密材取付部１３１ｃの室内側の内周面を覆うように配置されてお
り、内、外障子２，３の閉鎖時において、金属左竪枠１３１の内周面から室内に冷熱が伝
達されることを抑制している。
　なお、室内側内周端から室内方向に延びる鍔部１３２ｃが形成されている。
【００２７】
（右竪枠の構成）
　サッシの枠体１を構成する右竪枠１４は、図４に示すように、建物開口部に固定されア
ルミニウム等の金属からなる金属右竪枠１４１と、金属右竪枠１４１の室内側内周面に見
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付け（上下）方向全長に亘って配置され樹脂材料からなる樹脂枠材１４２を有している。
【００２８】
　金属右竪枠１４１は、建物開口部の内周に配置されアンカーＡ等に取り付けられる右竪
枠本体部１４１ａと、右竪枠本体部１４１ａの室内側内周面から内周方向に延びる室内側
壁部１４１ｂと、室内側壁部１４１ｂの室外側において右竪枠本体部１４１ａの内周面か
ら内周方向に延設された引寄せ片部１４１ｃと、右竪枠本体部１４１ａの見込み方向ほぼ
中央位置の内周面から内周方向に延設された中央壁部１４１ｄと、右竪枠本体部１４１ａ
の室外側端から内周方向に延設された室外側壁部１４１ｅを有している。
【００２９】
　金属右竪枠１４１の室内側壁部１４１ｂの室外側面には、内障子２の戸先框２４の室内
側面に当接する気密材ｓ４１が取付溝等により取り付けられており、室内側面には、樹脂
枠材１４２を係止する係合部１４１ｆが形成されている。
【００３０】
　金属右竪枠１４１の室内側見付け面に配置される樹脂枠材１４２は、室内側壁部１４１
ｂの係合部１４１ｆに係合されることで、室内側壁部１４１ｂの内周端部から室内側面に
かけて中空部１４２ａを形成しながら覆うように配置されている。
　樹脂枠材１４２は、室内側壁部１４１ｂの内周端部において気密材ｓ４１に当接もしく
は近接するように配置されることで、金属右竪枠１４１の室内側壁部１４１ｂが室内側に
露出することがない。そして、樹脂枠材１４２の内周室内側端には室内方向に延びる鍔部
１４２ｂが形成されている。
【００３１】
（上框の構成）
　内、外障子２，３を構成する上框２１，３１は、構造上ほぼ同一であるので、ここでは
内障子２の上框２１を用いて説明する。
　内障子２を構成する上框２１は、図２に示すように、アルミニウム等の金属からなる金
属上框２１１と、金属上框２１１の室内側面に配置される樹脂上框２１２を有している。
【００３２】
　金属上框２１１は、上框本体部２１１ａと、上框本体部２１１ａの内周（下方）に連設
されるガラス間口部２１１ｂを有しており、上框本体部２１１ａの上端室内側とガラス間
口部２１１ｂの下端室内側には、樹脂上框２１２を係止する上下の係止部が形成されてい
る。
　樹脂上框２１２は、上框本体部２１１ａの室内側面に配置される上方壁部２１２ａと、
ガラス間口部２１１ｂの室内側面に配置される下方壁部２１２ｃと、上方壁部２１２ａと
下方壁部２１２ｃとを連結する見込み壁部２１２ｂを有しており、上方壁部２１２ａと下
方壁部２１２ｃには、それぞれ上、下中空部２１２ｄ，２１２ｅが形成されている。
【００３３】
　そして、上框本体部２１１ａの上端室内側とガラス間口部２１１ｂの下端室内側に形成
される上下の係止部に対して係止されることで、樹脂上框２１２は金属上框２１１に対し
て空間を有して室内側に配置され、該空間および上、下中空部２１２ｄ，２１２ｅによっ
て、内障子２の上框２１の断熱性能を向上させている。
【００３４】
　また、内、外障子２，３の閉鎖時において、上枠１１の室内側壁部１１１ｂに取り付け
られた気密材ｓ１１が内障子２の上框２１の樹脂上框２１２の室内側に当接し、上枠１１
の中央壁部１１１ｄに取り付けられた気密材ｓ１２が外障子３の上框３１の樹脂上框３１
２の室内側に当接することで、上枠１１と内、外障子２，３の上方部位における気密ライ
ンを構成している。
【００３５】
（下框の構成）
　内障子２を構成する下框２２は、図２に示すように、アルミニウム等の金属からなる金
属下框２２１と、金属下框２２１の室内側面に配置される樹脂材料からなる樹脂下框２２
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２を有している。
　金属下框２２１は、下枠１２に設けられた下レールに案内される車輪（図示はない。）
を収納する下框本体部２２１ａと、下框本体部２２１ａの内周に連設されるガラス間口部
２２１ｂを有しており、下框本体部２２１ａの下端室内側とガラス間口部２２１ｂの上端
室内側には、樹脂下框２２２を係止する上下の係止部が形成されている。
　樹脂下框２２２は、複数の中空部を有し、金属下框２２１に形成される上下の係止部に
係止され金属下框２２１の室内側に配置されることで、複数の中空部が下框本体部２２１
ａ及びガラス間口部２２１ｂの室内側に配置され、内障子２の下框２２の断熱性能を向上
させている。
【００３６】
　外障子３を構成する下框３２は、図２，３に示すように、アルミニウム等の金属からな
る金属下框３２１と、金属下框３２１の室内側に配置される樹脂材料からなる樹脂下框３
２２を有している。
　金属下框３２１は、下枠１２に設けられた室内側レールに案内される車輪ｗを収納する
下框本体部３２１ａと、下框本体部３２１ａの内周に連設されるガラス間口部３２１ｂを
有しており、下框本体部３２１ａの下端室内側とガラス間口部３２１ｂの上端室内側には
、樹脂下框３２２を係止する上下の係止部が形成されている。
　樹脂下框３２２は、複数の中空部を有し、金属下框３２１に形成される上下の係止部に
係止され金属下框３２１の室内側に配置されることで、複数の中空部が下框本体部３２１
ａ及びガラス間口部３２１ｂの室内側に配置され、外障子３の下框３２の断熱性能を向上
させている。
【００３７】
（戸先框の構成）
　内、外障子２，３を構成する戸先框２４，３３は、構造上ほぼ同一であるので、ここで
は内障子２の戸先框２４を用いて説明する。
　内障子２を構成する戸先框２４は、図４に示すように、アルミニウム等の金属からなる
金属戸先框２４１と、金属戸先框２４１の室内側面に配置され樹脂材料からなる樹脂戸先
框２４２を有している。
【００３８】
　金属戸先框２４１は、戸先側に引寄せブロックｆを装着する開口溝が形成された戸先框
本体部２４１ａと、戸先框本体部２４１ａの内周に連設されるガラス間口部２４１ｂを有
しており、戸先框本体部２４１ａの開口溝に引寄せブロックｆが配置されるとともに、開
口溝を構成する室外側壁の戸先側先端部には右竪枠１４との間を気密する気密材ｓ４２が
取り付けられている。
　戸先框本体部２４１ａの開口溝を構成する室内側壁の戸先側先端部およびガラス間口部
２４１ｂの室内側内周端部には、樹脂戸先框２４２を係止する係止部が形成されている。
【００３９】
　樹脂戸先框２４２は、戸先框本体部２４１ａの室内側面を覆う戸先側部２４２ａとガラ
ス間口部２４１ｂの室内側面を覆う間口側部２４２ｃと戸先側部２４２ａと間口側部２４
２ｃとを連結する見込み方向に延びる断面中空形状の見込み壁部２４２ｂを有している。
　そして、戸先框本体部２４１ａおよびガラス間口部２４１ｂに形成される係止部に係止
されて金属戸先框２４１の室内側に配置されることで戸先框２４の断熱性能を向上させて
いる。
　また、内、外障子２，３の閉鎖状態において、右竪枠１４と内障子２との間においては
、樹脂材料からなる樹脂戸先框２４２の戸先側部２４２ａと見込み壁部２４２ｂ及び右竪
枠１４の樹脂枠材１４２とによって半密閉もしくは密閉空間Ｓを形成し、左竪枠１３と外
障子３との間においては、樹脂材料からなる樹脂戸先框３３２の戸先側部３３２ａと見込
み壁部３３２ｂ及び左竪枠１３の樹脂枠材１３２とによって半密閉もしくは密閉空間Ｓを
形成し、枠と障子間における断熱性能を向上させている。
【００４０】
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（召合框の構成）
　内障子２を構成する召合框２３は、図４に示すように、アルミニウム等の金属からなる
金属召合框２３１と、金属召合框２３１の外周側面および室内側面に配置される樹脂部材
からなる樹脂召合框２３２を有している。
　金属召合框２３１は、中空部を有し室外側面に気密材ｓ５２が取り付けられるとともに
Ｌ形片が形成された召合框本体部２３１ａと、召合框本体部２３１ａの内周に連設される
ガラス間口部２３１ｂを有しており、召合框本体部２３１ａとガラス間口部２３１ｂの外
周側面および室内側面には、樹脂召合框２３２を係止する複数の係止部が形成されている
。
　樹脂召合框２３２は、見込み方向および見付け方向にならぶ複数の中空部を有し、金属
召合框２３１に形成される係止部に係止され金属召合框２３１の外周側面から室内側面に
かけて配置されることで、金属召合框２３１との間に複数の空間を形成するとともに、中
空部を配置した状態で固定されることで召合框２３の断熱性能を向上させている。
【００４１】
　外障子３を構成する召合框３４は、図４に示すように、アルミニウム等の金属からなる
金属召合框３４１と、金属召合框３４１の室内側の内周部に配置される樹脂材料からなる
樹脂召合框３４２を有している。
　金属召合框３４１は、中空部を有し室内側面に内障子２の金属召合框２３１の室外側面
に形成されたＬ形片と協働して煙返しを形成するＬ形片が形成された召合框本体部３４１
ａと、召合框本体部３４１ａの内周に連設されるガラス間口部３４１ｂを有しており、ガ
ラス間口部３４１ｂを構成する室内側の間口壁は中空部を有している。
【００４２】
　樹脂召合框３４２は、金属召合框３４１のガラス間口部３４１ｂの室内側の間口壁の内
周端に取り付けられており、内、外障子３の閉鎖状態において、内障子２の召合框２３に
取り付けられた気密材ｓ５２が当接することで、外障子３の召合框３４の金属召合框３４
１が室内側に露出することを抑制して、断熱性能を向上させている。
【００４３】
（竪枠と外障子戸先框間の断熱構造）
　以上のように、本実施形態の断熱サッシにおいては、枠体１および内、外障子２，３を
構成する枠材および框材が、金属部材の室内側に樹脂部材が配置されて形成されているの
で、枠体１および内、外障子２，３における断熱性能を向上させることができる。
　そして、本実施形態の断熱サッシにおいては、枠体１の竪枠と内、外障子２，３の戸先
框との間に対しても断熱性能を向上させるための構成が採用されている。
　以下に、上記断熱性能を向上させるための構成について、図５に示す、左竪枠と外障子
の戸先框との間の構成を用いて説明する。
【００４４】
　サッシの枠体１を構成する左竪枠１３は、図５に示すように、金属左竪枠１３１と、金
属左竪枠１３１の室内側内周面に対して係合固定される樹脂枠材１３２を有している。金
属左竪枠１３１の気密材取付部１３１ｃと室外側壁部１３１ｅによって外障子３の戸先框
３３を受け入れる開口溝が形成されており、気密材取付部１３１ｃに取り付けた気密材ｓ
３２を戸先框３３の樹脂戸先框（樹脂框材）３３２の戸先側部３３２ａの室内側面に当接
することによって左竪枠１３と外障子３との気密ラインを形成している。
【００４５】
　樹脂枠材１３２は、金属左竪枠１３１の係合片部１３１ｂおよび気密材取付部１３１ｃ
に形成された係止突起に係止されて固定される硬質の樹脂材料からなる樹脂竪枠本体部１
３２ａと、樹脂竪枠本体部１３２ａの室外側内周面に一体的に形成される軟質の樹脂材料
からなる中空の戸当り部（中空部）１３２ｂを有している。
　樹脂竪枠本体部１３２ａは、その室外側端が金属左竪枠１３１の気密材取付部１３１ｃ
の内周端面を覆っており、さらに左竪枠本体部１３１ａの内周面および係合片部１３１ｂ
を覆うことで左竪枠１３と外障子３との気密ラインの室内側における金属左竪枠１３１の
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露出を防止している。
【００４６】
　そして、樹脂竪枠本体部１３２ａの外周面にはリブ等が設けられており、金属左竪枠１
３１と樹脂枠材１３２との間には空間を設けた状態で配置されるように構成されて、さら
に、樹脂竪枠本体部１３２ａの室内側部位には、係合片部１３１ｂの内周側を覆うように
複数の中空部１３２ｄが形成されており、金属左竪枠１３１からの室内への冷熱の伝達を
さらに抑制している。
【００４７】
　戸当り部１３２ｂは、樹脂竪枠本体部１３２ａの中空部１３２ｄの室外側に一体的に形
成されており、戸当り部１３２ｂの内周面は中空部１３２ｄの内周面から見込み方向に面
一で連続するよう室外側に延びている。戸当り部１３２ｂの内周面の室外側端は外周側に
滑らかに湾曲し、樹脂竪枠本体部１３２ａの室外側端に達することによって内周面が軟質
樹脂からなる中空部（戸当り部１３２ｂ）を形成している。
【００４８】
　一方、外障子３の戸先框３３の金属戸先框３３１は、引き寄せブロックｆが装着される
戸先側開口部３３１ｃおよび中空部３３１ｄとからなる戸先框本体部３３１ａと戸先框本
体部３３１ａの内周側に連接されるガラス間口部３３１ｂとを有している。
　本実施形態の戸先框３３においては、ガラス間口部３３１ｂが戸先框本体部３３１ａに
対して見込み方向寸法が大きく形成され、室内側に張り出して形成されている。
　それによって、ガラス間口部３３１ｂの外周側には、戸先框本体部３３１ａから見込み
方向で室内方向に延びる見込み面３３１ｅが形成されている。
【００４９】
　金属戸先框３３１の室内側に配置される樹脂戸先框（樹脂框材）３３２は、金属戸先框
３３１の戸先框本体部３３１ａの室内側を覆う戸先側部３３２ａと、ガラス間口部３３１
ｂの室内側を覆う間口側部３３２ｃと、戸先側部３３２ａと間口側部３３２ｃとを連結す
る見込み方向に延びる断面中空形状の見込み壁部３３２ｂとを有している。
　樹脂戸先框（樹脂框材）３３２の見込み壁部（中空部）３３２ｂは、金属戸先框３３１
のガラス間口部３３１ｂの見込み面３３１ｅの外周側に配置されるとともに、見込み壁部
３３２ｂの外周面は樹脂枠材１３２の戸当り部（中空部）１３２ｂの内周面に対向するよ
うに配置されている。
【００５０】
　そして、樹脂戸先框（樹脂框材)３３２の見込み壁部（中空部）３３２ｂの外周面と樹
脂枠材１３２の戸当り部（中空部）１３２ｂの内周面は、外障子３の閉鎖時において、当
接させるか、もしくは２ｍｍ以下の隙間をあけて近接させることによって、左竪枠１３と
外障子３との気密ラインの室内側に密閉空間Ｓを形成している。
　したがって、左竪枠１３の樹脂枠材１３２と戸先框３３の樹脂戸先框３３２とによって
、左竪枠１３と外障子３の戸先框３３との気密材ｓ３２による気密ラインの室内側に密閉
空間Ｓ及び中空部による断熱構造を形成することができるので、左竪枠１３と外障子３の
戸先框３３との間の断熱性能をさらに向上させることができる。
　また、樹脂戸先框（樹脂框材)３３２の見込み壁部（中空部）３３２ｂの外周面と樹脂
枠材１３２の戸当り部（中空部）１３２ｂの内周面とをわずかな（２ｍｍ以下）隙間をあ
けて近接させて密閉空間Ｓを形成した場合には、見込み壁部（中空部）３３２ｂの外周面
と戸当り部（中空部）１３２ｂの内周面を当接させて密閉空間を形成した場合に生じる障
子開放時の密閉空間（当接部）の開放抵抗がかからず、障子開放初動時の負荷を軽減する
ことができる。
【００５１】
　以上のように、本実施形態の断熱サッシにおいては、竪枠の内周面に中空部(戸当り部
１３２ｂ)を有する樹脂部材を配置するとともに、障子の戸先框の外周面に中空部（見込
み壁部３３２ｂ）を有する樹脂框を配置し、中空部同士すなわち断熱空気層同士の当接も
しくは近接によって、さらに密閉空間を形成することで、竪枠と戸先框との間の断熱性能
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をさらに向上させることができる。
　しかも、中空部同士の当接もしくは近接は、竪枠の中空部(戸当り部１３２ｂ)の内周面
と戸先框の中空部（見込み壁部３３２ｂ）の外周面によって行われ、見込み方向に所定の
寸法に亘って当接もしくは近接されるので、全体として見込み方向に厚みのある中空部に
よる断熱層を形成することができ、断熱性能を向上させることができる。
【００５２】
　また、竪枠もしくは戸先框のいずれかの中空部の当接部を軟質の樹脂部材により軟質部
として形成することで、閉鎖時における衝突の衝撃を和らげることができ、また、指詰め
等によるけがを防止することができる。
　また、中空部同士の当接もしくは近接による断熱構造は、引き違い窓の竪枠と竪框との
間に配置することで、サッシにおいて特に長尺の部材間における断熱性を高めることがで
きるので、効率的に断熱性の向上を図ることができる。
【００５３】
　なお、本実施形態の断熱サッシにおいては、引き違いサッシを例に挙げて説明しており
、左竪枠に配置する樹脂部材に軟質樹脂からなる戸当り部を設けているが、戸当り部を設
ける枠は右竪枠でもよく、また、上下に開閉するサッシにおいては、上枠もしくは下枠に
戸当り部を設けてもより。
　また、軟質樹脂によって形成する中空部は枠体の中空部に限るものではなく、框材の中
空部を軟質樹脂によって形成してもよい。また、軟質樹脂により形成する戸当り部分の形
状は半円状などどのような形状であってもよい。
【符号の説明】
【００５４】
１　　　　：枠体
２　　　　：内障子
３　　　　：外障子
１１　　　：上枠
１１１　　：金属上枠
１１２　　：樹脂枠材
１１３　　：樹脂枠材
１１４　　：樹脂枠材
１２　　　：下枠
１２１　　：金属下枠
１２２　　：樹脂枠材
１２３　　：樹脂枠材
１２５　　：下レール部材
１２６　　：室内側下レール
１３　　　：左竪枠
１３１　　：金属左竪枠
１３１ａ　：左竪枠本体部
１３１ｂ　：係合片部
１３１ｃ　：気密材取付部
１３１ｄ　：引寄せ片部
１３１ｅ　：室外側壁部
１３２　　：樹脂枠材
１３２ａ　：樹脂竪枠本体部
１３２ｂ　：戸当り部（中空部）
１３２ｃ　：鍔部
１３２ｄ　：中空部
１４　　　：右竪枠
１４１　　：金属右竪枠
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１４２　　：樹脂枠材
２１　　　：上框
２１１　　：金属上框
２１２　　：樹脂上框
２２　　　：下框
２２１　　：金属下框
２２２　　：樹脂下框
２３　　　：召合框
２３１　　：金属召合框
２３２　　：樹脂召合框
２４　　　：戸先框
２４１　　：金属戸先框
２４２　　：樹脂戸先框
３１　　　：上框
３１２　　：樹脂上框
３２　　　：下框
３２１　　：金属下框
３２２　　：樹脂下框
３３　　　：戸先框
３３１　　：金属戸先框
３３１ａ　：戸先框本体部
３３１ｂ　：ガラス間口部
３３１ｃ　：戸先側開口部
３３１ｄ　：中空部
３３１ｅ　：見込み面
３３２　　：樹脂戸先框
３３２ａ　：戸先側部
３３２ｂ　：見込み壁部（中空部）
３３２ｃ　：間口側部
３４　　　：召合框
３４１　　：金属召合框
３４２　　：樹脂召合框
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